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• 坂部保育園の指定管理を否決（12月定例会）　　　
• 市長に２件の提言書を提出  
• ８議員が市長と激論!!（一般質問）

『滝堺古城跡から望む』
  今井 一光さん(波津区) 撮影

Facebook 配信中！
今すぐアクセス!!
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市職員・特別職の給与
を改正する条例を可決

坂部保育園の指定管理を否決！
総合観光センターには附帯決議

臨 時 会
11月28日

12月定例会
12月2日～12月22日

 

〔
討
　
　
論
〕 

【
反 

対
】

　

議
員
期
末
手
当
増
額
予
算

に
反
対
す
る
。
国
家
公
務
員

の
給
与
等
の
官
民
格
差
を
是

正
す
る
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
も
の
。
し
か
し
賃
上
げ
は
、

東
京
を
中
心
と
す
る
大
都
市

部
、
大
企
業
中
心
で
、
地
域

間
格
差
が
大
き
く
、
こ
れ
を

 

〔
討
　
　
論
〕 

【
反 

対
】

　

人
事
院
勧
告
は
国
家
公
務

員
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
地
方
議
員
の
期
末
手
当

引
き
上
げ
を
勧
告
し
た
も
の

で
は
な
い
。
市
の
財
政
に
多

く
の
余
裕
が
あ
る
訳
で
は
な

く「
便
乗
引
上
げ
」の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
（
藤
野
）

【
賛 

成
】

　

牧
之
原
市
議
会
の
議
員
期

末
手
当
は
議
員
報
酬
と
は
異

な
り
、
従
来
か
ら
人
事
院
の

給
与
勧
告
を
踏
ま
え
、
引
き

上
げ
あ
る
い
は
引
き
下
げ
を

行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

今
回
の
期
末
手
当
０
・
１
カ

月
分
引
き
上
げ
は
妥
当
と
判

断
す
る
。　
　
　
　
（
植
田
）

適
用
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は

な
い
。　
　
　
　
（
大
石
和
）

案
に
対
す
る

　
主
な
質
疑
・
討
論

議

　

臨
時
会
で
は
、
議
案
４
件
が

提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
で
は
、
民
間
企
業

と
の
給
与
格
差
を
埋
め
る
た
め

の
国
家
公
務
員
へ
の
人
事
院
勧

告
に
伴
い
、
市
職
員
・
特
別
職

の
給
与
を
引
き
上
げ
る
条
例

（
引
き
上
げ
額
は
下
表
参
照
）

な
ど
で
し
た
。

　

ま
た
議
員
発
議
に
よ
り
、
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を

引
き
上
げ
る
条
例
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
13
件
が

提
出
さ
れ
、
12
件
が
可
決
、
１

件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
合
観
光
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
に
つ
い
て
は
、
附
帯
決
議
が

付
さ
れ
ま
し
た
。（
内
容
は
Ｐ

７
参
照
）

　

坂
部
保
育
園
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
は
、
付
託
先
で
あ
る
文

教
厚
生
委
員
会
で
は
可
決
さ
れ

た
も
の
の
、本
会
議
で
は
賛
成
・

反
対
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず
つ
の
討

論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
坂
部
保
育
園

の
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
白
紙

と
な
り
ま
し
た
。

提　出　件　数
議　案

（予算）
議　案

（条例）
議　案

（その他） 諮 問 専 決

1 2 1 ― ―

認 定 同 意 報 告 議 員
発 議

請　願
意見書

― ― ― 1 ―

提　出　件　数
議　案

（予算）
議　案

（条例）
議　案

（その他） 諮 問 専 決

1 6 6 ― ―

認 定 同 意 報 告
議 員
発 議

（条例）

請 願
決 議

意見書

― ― ― ― 3

件　　　　　名 結果 概　　　　　容
補
正

予
算 ― 平成28年度一般会計補正予算（第３号） 可決 給与に関する条例改正に伴い、予算の組み替えを行うもの。予算額は変

更なし。

条
例

― 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 職員の給料を平均0.2%、期末手当の支給月数を0.1月引き上げるもの。

― 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 特別職職員の期末手当の支給月数を0.1月引き上げるもの。

契
約 ― 大江地区防災公園整備工事請負契約の一部変更について 可決 3,760万5,600円減額し、契約金額を3億5,443万4,400円とするもの。

議
員

発
議 ― 牧之原市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例 可決 議員の期末手当の支給月数を0.1月引き上げるもの。

※ 臨時会では委員会付託された議案はありませんでした。

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

牧
之
原
市
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

案
に
対
す
る

主
な
質
疑
・
討
論

議
Q　

職
員
の
給
与
等
及
び
特

別
職
の
期
末
手
当
増
額
に
つ

い
て
、
報
酬
審
議
会
の
意
見

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

（
大
石
和
）

A　

特
別
職
に
つ
い
て
の
み

の
意
見
は「
０
・
１
カ
月
上
げ

る
こ
と
は
妥
当
。
そ
の
役
割

や
職
責
の
重
さ
な
ど
に
見
合

っ
た
も
の
」と
の
答
申
で
あ

る
。

賛 否 が 分 か れ た 議 案 の 採 決 結 果

〇 ：賛成
● ：反対

結

果

平

口

大
石
健

藤

野

大

井

名
波
喜

植

田

村

田

澤

田

鈴

木

太

田

本

杉

小

杉

名
波
富

大
石
和

中

野

良

知
[議案第56号]
平成28年度牧之原市一般会計補正予算

（第３号）
認定 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ● 〇 ―

[発議第4号]
牧之原市議会の議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ● 〇 ―

件　　　　　名 結果 概　　　　　容
補
正

予
算 － 平成28年度一般会計補正予算（第４号） 可決 3億1,431万4,000円増額し、予算額を200億8,306万8,000円とするもの。
そ
の他 総 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約について 可決 「富士山南東消防組合」を構成団体として加えるもの。

条　
　

例

文 税条例の一部を改正する条例 可決 「外国人等の国際運輸業にかかる所得に対する相互主義による所得税等の
非課税に関する法律」の一部改正に伴う条例改正。文 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決

文 いじめ問題対策連絡協議会等設置条例の制定について 可決 いじめの防止等に関係する機関及び団体との連携を図るための「いじめ問題対策連絡協議会」
といじめ防止対策や事実関係の調査を行う「いじめ対策本部」を設置するための条例制定。

文 いじめ問題再調査委員会条例の制定について 可決 「いじめ対策本部」からの調査報告により、必要と判断した場合に再調査
を行うための「いじめ問題再調査委員会」を設置するための条例制定

そ
の他 総 指定金融機関の指定について 可決 ㈱静岡銀行を次の指定金融機関として指定するもの。

指
定
管
理

文 指定管理者の指定について（牧之原市立坂部保育園） 否決 平成30年4月1日から8年間、学校法人榛原学園を指定管理者として指定するもの。

総 指定管理者の指定について（牧之原市総合観光センター） 可決 平成29年4月1日から5年間、牧之原市観光協会を指定管理者として指定するもの。

文 指定管理者の指定の期間の変更について（デイサービスセンターうたり） 可決 指定の期間を1年間延長し、平成30年3月31日までとするもの。
そ
の他 総 市営土地改良事業（東ヶ谷地区）の施行について 可決 大江地区の農業用ため池耐震改修工事を実施するもの。

条　

例

－ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 育児休業の対象となる子どもの範囲を拡大するもの。

－ 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決 フレックスタイム制の対象となる子どもの範囲を拡大するもの。また、介護休暇の請求について所要の改正。
決
議 － 議案第68号指定管理者の指定について（牧之原市総合観光センター）に対する附帯決議 可決 （７ページ参照）

意
見
書

－ 原発事故避難者に対する住宅支援についての意見書 可決 （７ページ参照）

－ 耕作放棄地解消及び農家へのより一層の支援策を求める意見書 可決 （７ページ参照）

総 … 総務建設委員会へ付託された議案　　文 … 文教厚生委員会へ付託された議案

Q　
『
ま
き
は
ぐ
』に
追
加
さ

れ
る
機
能「
市
民
記
者
投
稿

支
援
シ
ス
テ
ム
」の
詳
細
は

　
（
平
口
）

A　

市
民
記
者
を
募
り
、
子

育
て
に
有
益
な
情
報
を
投
稿

し
て
い
た
だ
く
。
１
件
１
０

０
０
円
の
謝
礼
を
お
支
払
い

す
る
ほ
か
、
管
理
運
営
に
年

80
万
円
が
掛
か
る
。

Q　

犯
罪
行
為
に
よ
り
発
生

し
た
修
復
工
事
費
用
を
補
正

予
算
で
措
置
す
る
こ
と
の
正

当
性
と
緊
急
性
は

　
（
大
石
健
）

A　

必
要
と
判
断
し
た
。
今

後
、
道
路
等
の
修
復
で
緊
急

を
要
す
る
よ
う
な
箇
所
が
あ

れ
ば
同
様
に
対
処
す
る
。

平
成
28
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

子
育
て
支
援
連
携

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

橋
梁
銘
板
等

修
復
工
事
に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
導
入
業
務

１
３
２
万
９
０
０
０
円
増
額

橋
梁
銘
板
等
修
復
工
事

　
　
　

１
４
０
万
円 

増
額盗難被害にあった坂部区内の「橋梁銘板」

※良知議員は議長のため、採決には加わらない。
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い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
等
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
牧
之
原
市
立

坂
部
保
育
園
）

Q　

委
員
を
25
人
と
す
る
妥

当
性
は
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
も
含

ま
れ
る
の
か
。
開
催
頻
度
は

　
（
平
口
）

A　

情
報
を
共
有
し
、
連
携

を
高
め
る
た
め
他
の
自
治
体

よ
り
も
多
い
人
数
。
学
校
関

係
、
保
護
者
や
民
生
児
童
委

員
な
ど
で
構
成
。
頻
度
は
年

２
回
程
度
。

Q　

税
金
で
設
置
さ
れ
た
複

数
の
施
設
を
、
一
部
の
民
間

法
人
に
偏
っ
て
指
定
管
理
す

る
こ
と
の
公
平
性
に
つ
い
て

の
考
え
は　
（
太
田
）

A　

指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
の
決
定
に
沿
っ
て
議
案
を

提
出
す
る
と
い
う
の
が
、
最

も
公
平
・
公
正
で
あ
り
妥
当

と
考
え
る
。

賛 否 が 分 か れ た 議 案 の 採 決 結 果

〇 ：賛成（７人）
● ：反対（８人）

結

果

平

口

大
石
健

藤

野

大

井

名
波
喜

植

田

村

田

澤

田

鈴

木

太

田

本

杉

小

杉

名
波
富

大
石
和

中

野

良

知

[議案第67号]
指定管理者の指定について

　　　（牧之原市立坂部保育園）
否決 ● 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● 〇 ―

 

〔
討
　
　
論
〕 

【
反 

対
】

　

公
立
保
育
園
を
一
部
の
事

業
者
に
独
占
的
に
指
定
管
理

さ
せ
る
こ
と
を
、
議
会
が
認

め
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

建
築
費
の
総
額
が
15
億
円
余

と
い
う
真
新
し
い
保
育
園
３

園
を
、
１
つ
の
法
人
に
独
占

的
に
民
間
委
託
す
る
こ
と
は

認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　
（
太
田
）

　

ど
の
よ
う
な
政
策
的
判
断

か
を
質
し
た
が
、
答
弁
が
な

い
。
市
長
・
当
局
は
完
全
民

営
化
に
つ
な
が
る
委
託
に
つ

い
て
、
政
策
・
方
針
を
明
確

に
す
べ
き
。
複
数
の
法
人
に

よ
る
多
様
な
保
育
の
展
開
で
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
を

目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
大
石
和
）

【
賛 

成
】

　

第
三
者
委
員
会
か
ら
の
答

申
を
採
用
し
た
市
当
局
か
ら

の
提
案
を
、
途
中
経
過
で
は

静
観
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、最
後
の
最
後
の
議
決
・

承
認
の
段
階
に
な
っ
て
議
会

が
否
定
す
る
こ
と
は
、
合
法

性
が
な
く
公
平
性
、
中
立
性

を
著
し
く
欠
く
行
為
で
あ
る
。

　
（
大
井
）

　

過
去
に
議
会
自
ら
定
め
た

条
例
と
客
観
的
な
数
値
評
価

に
則
っ
た
答
申
の
否
定
は
、

議
会
制
民
主
主
義
を
揺
る
が

す
暴
挙
。
１
法
人
に
よ
る
複

数
の
施
設
管
理
が
倫
理
的
に

問
題
な
ら
ば
、
議
会
は
い
つ

で
も
再
考
を
促
す
こ
と
が
で

き
た
。
規
制
さ
え
も
で
き
た
。

　
（
大
石
健
）

Q　

２
法
人
の
運
営
能
力
を

認
め
て
い
る
の
に
、
３
園
目

も
同
法
人
に
委
託
さ
せ
る
政

策
判
断
は
何
か　
（
大
石
和
）

A　

い
ず
れ
か
の
法
人
を
指

定
管
理
者
と
し
て
選
定
す
る

に
は
、
点
数
化
に
よ
り
客
観

的
に
評
価
さ
れ
た
。

牧之原市立坂部保育園

※良知議員は議長のため、採決には加わらない。

○
静
岡
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　（
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー
）

○
土
地
改
良
事
業（
東
ヶ
谷
池
地
区
）

の
施
行
に
つい
て

総 務 建 設 委 員 会
（委員長 大石 和央）12/13開催委員会の主な審査内容

他
の
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
質
疑
・

討
論
な
く
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　（
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー
）

指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

Q　

審
査
結
果
で
は
指
定
管
理
者
と
し

て
能
力
を
有
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

附
帯
条
件
が
７
項
目
も
付
い
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
何
か

A　

原
因
と
し
て
は
、
事
務
局
長
が
い

な
い
と
い
う
こ
と
。
事
務
局
長
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
観
光
協
会
事
務
局
で
選

任
す
る
こ
と
を
、
今
後
も
協
会
に
対
し

て
要
請
し
て
い
く
。

〔
議
員
間
討
議
〕

◦
観
光
協
会
に
は
皆
、
問
題
意
識
を
持

っ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
の
附
帯
条
件

が
付
い
て
い
る
中
で
指
定
す
る
こ
と

は
厳
し
い
。
こ
れ
を
、
委
員
会
ま
た

は
議
会
と
し
て
し
っ
か
り
履
行
さ
れ

る
よ
う
に
後
押
し
す
る
意
味
で
、
附

帯
決
議
を
付
け
た
ら
ど
う
か
。

◦
観
光
協
会
が
良
く
な
っ
て
欲
し
い
と

い
う
期
待
、
願
望
が
あ
る
。
世
間
の

目
で
も
し
っ
か
り
監
視
す
る
意
味
で

も
、
附
帯
決
議
を
付
け
て
多
く
の
方

に
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
い
、
観
光
協

会
も
襟
を
正
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
。

◦
現
在
不
在
の
事
務
局
長
を
、
市
か
ら

派
遣
し
、
責
任
を
持
た
せ
た
ら
ど
う

か
。
現
状
の
観
光
協
会
で
は
こ
れ
以

上
改
善
が
望
め
な
い
な
ら
、
附
帯
決

議
を
付
け
、
市
が
監
督
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

討
論
は
な
く
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
、

附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
で
決
定
し
ま
し

た
。

Q　

ス
ル
ガ
銀
行
に
人
件
費
、
物
件
費
、

そ
の
他
各
種
手
数
料
を
い
く
ら
支
払
っ

た
か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
の
静
岡
銀

行
へ
の
支
払
い
は

A　

手
数
料
と
し
て
、
１
０
８
万
円
の

他
、
現
金
輸
送
と
し
て
月
額
６
万
７
０

０
０
円
＋
消
費
税
分
の
手
数
料
を
払
っ

て
い
る
。
ま
た
静
岡
銀
行
に
お
い
て
も

同
額
で
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
進
め
て

い
る
。

討
論
は
な
く
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

観光物産センターよってけ市

Q　
（
附
帯
条
件
履
行
に
つ
い
て
）担
当

課
の
定
期
、
不
定
期
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
を
考
え
て
い

る
の
か

A　

附
帯
条
件
が
７
項
目
あ
る
が
、
も

う
少
し
細
か
く
20
項
目
程
度
に
す
る
。

そ
れ
を
今
年
度
中
に
行
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
も
の
と
、
少
な
く
と
も
来
年
度

中
ま
で
と
い
う
も
の
に
分
け
、
月
１
回

不
定
期
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
予
定

で
あ
る
。

Q　
（
指
定
管
理
の
答
申
で
）今
ま
で
附

帯
条
件
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
内
容
も

基
本
的
な
こ
と
。
協
会
職
員
が
頑
張
っ

て
も
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
市
長
、
副
市
長
は
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か

A　

市
長
が
答
申
を
受
け
取
っ
た
席
に

副
市
長
も
お
り
、
両
名
と
も
「
こ
れ
で

は
困
る
」
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
る
。

し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら
う
よ
う
指
導
す

る
意
識
は
あ
る
と
思
う
。
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牧之原市議会 検索

○
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員
会
条
例

の
制
定
に
つい
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　（
牧
之
原
市
立
坂
部
保
育
園
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定
の
期
間
の
変

更
に
つ
い
て（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
う
た
り
）

文 教 厚 生 委 員 会
（委員長 植田 博巳）12/13開催 委員会の主な審査内容

他
の
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
討
論
は

な
く
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。（
質
疑
等
は
会
議
録
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　（
牧
之
原
市
立
坂
部
保
育
園
）

Q　

参
加
法
人
が
増
加
す
る
よ
う
実
施

す
る
べ
き
で
は

A　

募
集
要
項
に
該
当
す
る
市
内
法
人

は
、
４
幼
稚
園
、
１
保
育
園
、
１
児
童

福
祉
施
設
の
計
６
法
人
で
、
複
数
参
加

す
る
と
思
っ
て
い
た
。
市
内
業
者
育
成

の
意
味
で
市
内
に
限
定
し
た
募
集
要
項

と
し
た
。

Q　

指
定
管
理
が
拡
大
す
る
弊
害
は

A　

財
政
面
は
１
園
で
も
４
園
で
も
栄

養
士
や
事
務
長
の
必
要
性
は
変
わ
ら
な

い
。
選
定
委
員
が
現
地
調
査
を
す
る
中

で
判
断
し
た
と
理
解
し
て
い
る
。

Q　

何
度
か
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
法
人

へ
の
ケ
ア
は
。
相
良
の
園
は
相
良
の
法

人
、
榛
原
は
榛
原
と
な
っ
て
い
る
が

A　

お
互
い
十
分
能
力
が
あ
る
中
で
、

選
定
は
点
数
評
価
と
な
る
。
地
区
と
い

う
こ
と
も
選
定
委
員
会
の
中
で
は
出
て

い
な
い
。
客
観
的
な
評
価
基
準
に
基
づ

い
て
評
価
さ
れ
た
。
幼
稚
園
は
児
童
教

育
に
力
を
入
れ
、
保
育
園
は
心
を
育
て

る
こ
と
で
実
施
し
て
い
る
。
今
ま
で
の

保
育
を
継
続
で
き
る
か
も
含
め
、
採
点

が
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

が
本
当
な
ら
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

〔
討
　
　
論
〕

【
反 

対
】

　

質
疑
の
中
で
不
明
な
点
が
多
々
あ
る
。

そ
う
い
う
中
で
偏
っ
て
い
る
の
で
は
と

感
じ
る
。
当
局
か
ら
幼
稚
園
、
保
育
園

は
違
い
が
あ
る
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
点
も
含
め
、
納
得
で
き
な

い
部
分
が
あ
り
反
対
す
る
。

【
賛 

成
】

　

議
案
と
し
て
上
が
っ
て
く
る
ま
で
の

経
緯
、
募
集
要
項
に
よ
り
応
募
さ
れ
た

２
事
業
者
、
現
時
点
の
一
定
の
ル
ー
ル

に
従
っ
た
選
定
方
法
に
基
づ
き
、
選
定

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
客
観
的

な
判
断
に
基
づ
い
た
榛
原
学
園
の
選
定

は
妥
当
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。（
本
会
議
で
の
採
決
結
果
は

Ｐ
４
）

Q　

２
法
人
と
も
指
定
管
理
者
の
選
定

基
準
に
よ
り
評
価
さ
れ
た
が
、
委
託
先

が
偏
っ
て
い
い
の
か
。
議
会
と
十
分
協

議
し
諮
っ
て
い
な
い

A　

よ
り
良
い
保
育
が
可
能
な
法
人
を

選
定
す
る
の
が
一
番
大
事
。
募
集
要
項
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
説
明
し
、
今
回
は
児

童
福
祉
施
設
も
応
募
で
き
る
よ
う
要
項

を
改
正
し
た
こ
と
も
説
明
し
て
い
る
。

〔
議
員
間
討
議
〕

◦
複
数
回
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
そ

の
法
人
の
評
価
に
つ
な
が
る
。

◦
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
選
定
委

員
会
が
評
価
し
、
公
表
す
る
方
法
を

実
施
し
て
い
る
以
上
、
順
位
の
低
い

法
人
を
採
用
す
る
と
な
れ
ば
、
責
任

も
大
き
く
な
る
。

◦
ポ
イ
ン
ト
を
つ
け
て
評
価
し
て
い
る

の
で
、
細
か
い
ポ
イ
ン
ト
制
で
納
得

い
く
よ
う
な
制
度
の
改
革
が
必
要
。

◦
公
が
や
る
よ
り
も
費
用
対
効
果
が
あ

が
る
と
い
う
大
義
名
分
が
あ
る
の
で
、

今
回
の
結
論
を
覆
す
だ
け
の
根
拠
は

足
り
な
い
と
感
じ
る
。

◦
こ
れ
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
行

政
で
決
め
て
し
ま
う
と
様
々
な
問
題

が
あ
る
。
客
観
的
な
数
字
を
出
し
て

公
平
に
行
う
も
の
。

◦
数
年
お
き
に
１
園
ず
つ
の
募
集
は
偏

る
こ
と
に
な
る
。
複
数
同
時
に
募
集

す
れ
ば
、
競
争
原
理
も
働
く
。

◦
議
会
が
結
論
を
出
す
前
に
、
選
定
委

員
会
の
答
申
に
よ
り
行
政
が
決
定
し

た
と
い
う
話
が
流
れ
て
い
る
。
こ
れ

　今回の公募によらない選定において指定管理者選定委員会から７項目にもわたる附帯条件が示され
たことは、尋常ではなく大変危惧するものである。
　観光立市を目指すためには観光協会の果たす役割は大きいことから、選定委員会からの附帯条件を
確実に履行させるため、特に下記事項について市は毅然とした態度で指導すること。

１　管理責任者としての事務局長を早急に採用させるとともに、その職務権限についても会則等に明
記するなど明らかにさせること。

２　附帯条件については、期限を定めて確実に履行させること。

　避難者の生活の最も重要な基盤となる住宅への支援策は、本来、生存権を定めた憲法で保障される
ものである。政府及び福島県においては、被災者に寄り添うとともに、次の事項について強く要望する。

１　原発事故による避難者向けの公営住宅や民間賃貸などの無償住宅支援の延長を行うこと。また、
現在の入居者に対して平成28年度末で退去を迫らないこと。
２　原発事故による被災者が避難を選択する権利を有することを認め、そのための国の責任を定めた、
「原発事故子ども・被災者支援法」を遵守し、同法に基づく抜本的・継続的な住宅支援制度を確立す
ること。

　農業振興が食料自給体制の維持・向上に不可欠であるとともに地域活性化の要でもあることから、
その持続的な経営維持・発展のため課題の解決に向けた対策を講じることが必要であり、次の事項に
ついて強く要望する。

１　耕作放棄地の解消や基盤整備等に対する施策を積極的に推進し、耕作放棄地再生利用対策等の拡
充強化を図ること。
２　農業の持続可能な発展に向け、地域の実情にあった農業振興対策のための安定した財源の確保に
努め、農業所得向上のために小規模農家に対する支援策も充実・強化すること。

要　旨

要　旨

要　旨

指定管理者の指定について
（牧之原市総合観光センター）

に対する附帯決議

附帯決議…議決に当たって付随
して付けられる意見または要望。
事実上の議会の意思となる。

「原発事故避難者に対する住宅支援についての意見書」

衆参両議長・内閣総理
大臣らに提出しました。

「耕作放棄地解消及び農家へのより一層の支援策を求める意見書」

意 見 書 決議・意見書の全文は



9 8まきのはら議会だより　第45号
平成29年２月15日 発行

まきのはら議会だより　第45号
平成29年２月15日 発行

　市において、全体農地面積に占める耕作放棄地の割合は約4.4％（平成28年11月現在）であり、
年々増加傾向にある。ことに茶園の耕作放棄をもたらしている原因は、近年の茶価の低迷、農家の
高齢化及び後継者不足である。これらの打開策は容易ではないが、「新たな食料・農業・農村基本
計画」（農林水産省）の具体的な実現が要求される。
　市は適切な茶園面積を決定し、傾斜地は山林等に戻すのかの判断をするとともに、耕作放棄地の
発生防止・解消等の総合的な支援体制を構築する必要がある。
　今後においては、市の茶業振興計画に沿って計画的に進めるとともに、その進捗状況も公表して
いくことが必要である。また、これからの営農継続及び新規就農においては、農家所得の向上が重
要であり、持続可能な農業経営には、新たな農業振興施策及び六次産業化の展開、条例等の整備が
求められる。

（１）　市内には茶園の耕作放棄地が点在している。それは、未整備の区画で作業効率が悪いことが
大きな原因の一つとしてあげられる。対策としては、大型機械導入による効率化を図るために、
面的集積及び基盤整備をすることが必要である。また、隣接茶園を優先的に貸借できる仕組みづ
くりや農地中間管理機構の利用を積極的に図ること。

（２）持続可能な営農には、茶園の改植、基盤整備、耕作放棄地再生等の事業において、包括的な
支援が必要であり、その中でも充実した補助制度が不可欠である。

　　また、耕作放棄地（白農地を含む）となりやすい小規模農家への支援も含め、基盤整備・改植・
転換作物のための市単独補助制度の創設を検討すること。

（３）耕作放棄地の解消には現状では限界がある。茶園の利活用において、耕作が非効率な傾斜地
については、市が責任を持って地目変更や非農地用途への転用を検討する必要がある。

（４）農村の活力を高めるためには、生産者・消費者・行政・法人の連携は重要である。とりわけ、
市とハイナン農業協同組合との連携強化を図
るために、農業振興について協議する場とし
て「専門委員会」の設置を求める。

（５）農業と食の重要性及び地産地消を鑑みて、
生産者と消費者とを結ぶ直販所への支援や設
置を図り、小規模農家を含む生産者の生産意
欲を高めることが必要である。また、貸し農
園・市民農園を開設することで、農業の活力
を市民で作り出していくことが要請される。

　市では、「第２次牧之原市総合計画」及び「第２次健やかプランまきのはら」により、地域子育
て支援事業の充実と、子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを社会全体で支援する環境の整備に
積極的に取り組んでいます。
　しかしながら、調査研究を進めた結果、これらの施策について、いくつかの課題が見えてきました。
　よって、文教厚生委員会では、市の最重要課題であります「すべての子どもが安心して健やかに
成長できる牧之原市」を目指すため、「子育て支援について」意見をまとめましたので、次のとお
り提言いたします。

（１）　専門スタッフの確保
　　子育て支援事業を推進するうえで、指導や相談などの体制整備が重要である。保育士、保健師、

臨床心理士不足により事業が計画的に推進できていない現状が見受けられることから、専門スタ
ッフの適正な人数を確保し、体制強化を図ること。

（２）子育て支援施策の周知
　　子育て支援事業は充実しているものと認識しているが、市民への周知が徹底していないように

見受けられる。このことから、施策内容が容易に閲覧できるような資料など作成し、積極的に周
知を図ること。

（３）安心して働ける環境づくり
　　子どもの病気など、仕事と子育ての両立を図る取り組みが子育て世代にとって必要である。安

心して働ける環境づくりが重要であることから、病児・病後児保育及び休日保育を推進すること。

（４）出産環境の整備
　　赤ちゃんを産むための病院がない現状を踏まえ、産める環境整備として産科医、助産師の確保

を図ること。また、助産師と医院・病院との連携や助産院の開業を促す施策を検討すること。

（５）子どもが楽しめる居場所づくり
　　子どもが楽しめる施設として児童館や子育

て支援センターがあるが、その更なる利用促
進など充実を図ること。

　　また、公共施設など既存施設を活用した子
どもが楽しめる居場所を確保すること。

　　市内遊び場マップなど子どもが楽しめる施
設の一覧を作成し、市民への周知を図ること。

耕作放棄地対策について（要旨）子育て支援について（要旨）

総務建設委員会　所管（12月22日提出）文教厚生委員会　所管（12月2日提出）

を市長へ提出！課題解決へ！提言書 提言書について
　平成27年11月より両常任委員会が所管事項として調査していた項目について、調査結果を踏まえ、
市長へ提言したものです。今後は新たな課題について調査していきます。
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大石 健司

問　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
開
催
地

は
、
下
馬
評
通
り
千
葉
県
一

宮
町
に
決
定
し
た
。
９
月
議

会
の
一
般
質
問
で
の
「
12
月

ま
で
全
力
を
尽
く
す
」
と
の

答
弁
以
降
、
市
が
行
っ
た
具

体
的
な
招
致
活
動
は

答　
米
国
の
ベ
テ
ラ
ン
サ
ー

フ
ボ
ー
ド
職
人
を
招
致
委
員

会
に
招
き
、
市
の
取
り
組
み

を
説
明
し
、
活
動
へ
の
協
力

に
つ
い
て
快
諾
い
た
だ
い
た
。

９
月
に
市
内
で
開
催
さ
れ
た

公
式
大
会
で
も
、
全
国
各
地

か
ら
の
競
技
者
に
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
た
。事
前
合
宿
の「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
申
請
」
は
、

継
続
審
査
と
な
っ
た
。

問　
全
然
足
り
な
い
と
は
思

わ
な
い
の
か
。
ボ
ー
ト
会
場

の
選
定
で
日
本
中
が
あ
れ
ほ

ど
の
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
に
。

ウ
エ
ー
ブ
プ
ー
ル
の
追
加
情

報
も
、
つ
い
に
１
度
も
出
な

か
っ
た

答　
ボ
ー
ト
と
違
い
、
静
岡

県
知
事
が
招
致
に
乗
り
気
で

問  五輪招致に全力を尽くしたのか
  答  県知事が協力的ではなかった

な
か
っ
た
。
プ
ー
ル
の
構
想

は
、
事
業
者
と
連
携
し
て
現

在
も
進
め
て
い
る
。

問　
市
長
の
宣
言
し
た
「
沿

岸
部
の
活
力
を
取
り
戻
す
サ

ー
フ
ィ
ン
や
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー

ツ
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
魅
力
発
信
や
新
た
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
の
進
捗
状
況

は答　
11
月
か
ら
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
や
沿
岸
で
生
活
さ
れ
て

い
る
市
民
と
意
見
交
換
会
を

行
い
、
15
㌔
の
海
岸
線
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
引
き
立
て
る
活
性
化
計

画
を
作
成
す
る
。

問　
そ
の
会
議
を
傍
聴
し
た

が
、
が
っ
か
り
し
た
。
今
か

ら
参
加
者
全
員
に
、
海
岸
線

の
特
徴
や
理
想
の
姿
を
お
聞

き
し
て
、
ど
う
や
っ
て
来
年

度
か
ら
の
構
想
に
反
映
さ
せ

る
の
か
。
ま
ず
は
市
が
旗
を

立
て
、
計
画
を
策
定
し
た
上

で
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は

答　
残
り
３
回
の
会
議
で
、

詰
め
て
い
き
た
い
。

問　
「
相
良
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

芝
生
化
」
は
決
ま
っ
た
が
、

市
内
各
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

体
育
館
に
観
客
席
を
改
修
や

増
設
し
な
け
れ
ば
、
若
者
の

市
外
へ
の
流
出
は
止
ま
ら
な

い
の
で
は

答　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
中
心
に
設
置
し
て
い
る
の

で
、
現
在
施
設
改
修
の
計
画

は
な
い
。

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成28年第5回　12月定例会『一般質問』

1．大井　俊彦

2．大石　健司
クリック！

クリック！

大井 俊彦
一般質問

　

市
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
、
知
恵
を
出

し
、
行
政
と
協
働
し
て
い
く

社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
た「
新
市

建
設
計
画
」が
策
定
さ
れ
10

年
が
経
過
し
た
。

　

当
計
画
に
お
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を

「
幸
福
実
現
都
市
」と
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ

れ
の
価
値
観
に
応
じ
た「
し

あ
わ
せ
」を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

問　
計
画
に
お
け
る
主
要
施

策
の
進
捗
状
況
は

答　
「
み
ん
な
が
主
役
、
想

い
が
実
現
す
る
ま
ち
」に
つ

い
て
、
自
治
会
組
織
の
あ
り

方
の
検
討
や
自
治
基
本
条
例

に
よ
り
絆
づ
く
り
事
業
を

実
施
。「
支
え
あ
い
学
び
あ

う
幸
せ
の
ま
ち
」に
つ
い
て
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
や
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
仕
組
み
の
構
築

を
進
め
て
き
た
。「
知
恵
や

技
術
を
活
か
し
た
活
力
あ
る

ま
ち
」に
つ
い
て
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
を
活
か
し
た
企
業
誘

致
や
、
空
港
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
、
美
し
い
海

岸
な
ど
恵
ま
れ
た
資
源
を
活

か
し
た
観
光
振
興
を
推
進
し

て
き
た
。「
う
み
・
そ
ら
・

み
ど
り
と
共
生
す
る
ま
ち
」

に
つ
い
て
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
光
フ
ァ
イ
バ

網
の
整
備
な
ど
情
報
基
盤
の

整
備
、
さ
ら
に
、
市
民
が
自

然
と
共
生
す
る
ま
ち
を
目
指

し
て
い
る
。

問　
計
画
を
進
め
る
う
え
で

の
課
題
や
問
題
点
は

答　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や

東
日
本
大
震
災
な
ど
が
発
生

し
、
大
き
く
社
会
情
勢
が
変

化
し
た
こ
と
や
、
想
定
し
た

以
上
の
財
源
が
必
要
と
な
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優
先

順
位
な
ど
を
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
。

問　
計
画
実
現
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

答　
第
２
次
牧
之
原
市
総
合

計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
計
画
で
描
い
た
ま
ち

の
実
現
に
努
力
し
て
い
く
。

問　
新
市
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
は

答
　

計
画
で
描
い
た
ま
ち
の
実
現
に
努
力

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

は
、
生
活
保
護
に
陥
る
ま
え

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

張
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

扶
助
費
の
抑
制
の
た
め
に
も

必
要
な
も
の
で
あ
る
。

問　
支
援
策
強
化
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
は

答　
必
須
事
業
で
あ
る
「
自

立
相
談
支
援
事
業
」
と
「
住

居
確
保
給
付
金
給
付
事
業
」

を
実
施
し
、
自
立
支
援
策
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

問　
制
度
の
内
容
の
市
民
へ

の
周
知
は

答　
広
報
、
全
戸
へ
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
回
覧
、
民
生
委
員

へ
の
説
明
な
ど
積
極
的
な
情

報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

問  生活困窮者自立支援法への対応は
答  生活保護受給前の支援策の強化

新市建設の基本方針
（平成17年制定）基本理念

幸福実現都市

新市の将来像
ふれあいビタミンあいのまち
　～うみ・そら・みどりと共に生きる～

新年を迎えても庁舎入口にはサ
ーフィン開催地誘致の立看板が
掲げられていた

問　
２
０
１
４
年
３
月
に
勝

間
田
川
河
口
に
市
内
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
14
種
類
３
０

０
０
本
の
雑
木
の
苗
木
を
植

え
た
「
勝
間
田
川
い
の
ち
の

森
」
は
、
今
や
意
味
不
明
の

密
林
。
今
後
ど
う
す
る
の
か

答　
今
後
は
管
理
の
手
間
は

な
い
。
十
数
年
後
に
は
特
定

の
樹
種
だ
け
が
残
り「
緑
の

防
潮
堤
」の
機
能
を
果
た
す
。

周
辺
部
分
の
除
草
だ
け
を
静

波
区
に
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問　
継
続
的
に
観
測
し
、
将

来
の
防
潮
堤
構
想
の
た
め
の

デ
ー
タ
を
残
さ
な
け
れ
ば
、

何
の
意
味
も
な
い

答　
そ
う
い
う
考
え
で
い
き

た
い
。

問 「
勝
間
田
川
い
の
ち
の
森
」の
今
後
は

答 

「
緑
の
防
潮
堤
」
の
機
能
を
果
た
す
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村田 博英 名波 喜久

　

榛
原
総
合
病
院
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
医
療
法
人
沖
縄

徳
洲
会
と
の
契
約
期
間
が
残

り
３
年
半
と
な
っ
た
。
全
国

的
な
医
師
不
足
の
中
、
今
後

の
医
療
体
制
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

問　
医
師
不
足
の
現
状
は
改

善
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

今
後
の
見
通
し
は

答　
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら

新
た
に
皮
膚
科
と
眼
科
が
再

開
さ
れ
、
精
神
科
が
３
日
か

ら
４
日
に
増
え
た
。
ま
た
産

婦
人
科
と
脳
神
経
外
科
の
診

療
日
も
２
日
か
ら
３
日
に
増

え
る
な
ど
徐
々
に
で
は
あ
る

が
改
善
し
て
い
る
。

問　
県
広
域
医
療
体
制
に
お

け
る
榛
原
総
合
病
院
の
位
置

付
け
は

答　
志
太
榛
原
圏
に
属
し
、

島
田
、
藤
枝
、
焼
津
の
市
立

３
病
院
と
連
携
す
る
地
域
の

基
幹
病
院
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
の

拠
点
病
院
と
し
て
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
開
設

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

問　
榛
原
医
師
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
ど
う
か

答　
病
院
と
開
業
医
、
介
護

関
係
者
と
の
連
携
に
よ
り
、

訪
問
看
護
や
居
宅
療
養
指
導

な
ど
榛
原
医
師
会
と
共
に
協

力
し
て
進
め
て
い
る
。

問　
医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会

は
過
去
に
公
選
法
違
反
や
、

都
知
事
選
挙
の
金
銭
問
題
が

発
覚
し
、
特
定
医
療
法
人
の

資
格
を
外
さ
れ
て
以
降
の
、

特
定
医
療
法
人
と
し
て
の
免

税
優
遇
措
置
が
な
く
な
っ
た
。

最
近
の
経
営
状
態
は
問
題
な

い
か
伺
う

答　
一
連
の
問
題
発
生
以
降
、

体
制
を
立
て
直
し
て
い
る
。

経
営
の
状
況
に
つ
い
て
も
報

告
諸
表
を
見
る
限
り
問
題
は

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

一般質問牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成28年第5回12月定例会『一般質問』

3．名波　喜久

4．村田　博英
クリック！

クリック！

平成29年3月末で閉館する相良公民館

問  榛原総合病院の問題点を伺う

　

社
会
教
育
事
業
の
一
環
と

し
て
公
民
館
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
地
域
の
連
携
を
図

っ
て
き
た「
相
良
公
民
館
」は

突
如
閉
館
の
決
定
が
出
さ
れ

た
。
生
涯
学
習
、
絆
づ
く
り

を
推
進
す
る
市
に
お
い
て
、

代
替
案
も
な
く
唯
一
の
活
動

拠
点
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
多

く
の
利
用
者
の
驚
き
と
、
失

わ
れ
る
活
動
拠
点
へ
の
不
満

の
声
が
市
民
に
広
ま
っ
て
い

る
。

問　
施
設
の
耐
震
不
足
を
把

握
し
て
い
た
中
に
お
い
て
、

現
在
ま
で
何
の
対
策
も
な
く

放
置
し
、
廃
館
あ
り
き
の
計

画
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
災

害
時
指
定
避
難
所
で
も
あ
り
、

代
替
対
策
の
考
え
は
な
か
っ

た
の
か

答　
平
成
23
年
度
に
改
修
計

画
の
策
定
を
委
託
実
施
し
た

が
、
耐
震
化
工
事
費
と
し
て

概
算
で
約
２
億
３
０
０
０
万

円
の
見
積
り
、
そ
し
て
長
寿

命
化
工
事
を
含
む
と
多
額
の

費
用
が
必
要
と
判
明
、
耐
用

年
数
も
残
り
少
な
い
こ
と
か

ら
抜
本
的
な
耐
震
化
工
事
で

な
く
、
小
規
模
な
改
修
や
部

分
的
な
維
持
修
繕
で
し
の
い

で
き
た
。
し
か
し
、
本
年
の

熊
本
地
震
で
多
く
の
公
共
施

設
が
倒
壊
・
破
損
し
た
こ
と

か
ら
、
人
命
第
一
と
考
え
、

や
む
な
く
使
用
中
止
措
置
を

と
っ
た
。
ま
た
、
災
害
時
指

定
避
難
場
所
は
、
災
害
の
種

別
に
よ
っ
て
、
学
校
な
ど
公

共
施
設
を
利
用
す
る
。
な
お
、

避
難
所
の
代
替
え
と
し
て
民

間
施
設
と
の
協
定
締
結
や
備

蓄
テ
ン
ト
等
で
の
対
応
も
計

画
し
て
い
る
。

問　
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
公

民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
公
共
施
設
の
今
後
の
維
持

管
理
対
策
は
ど
う
進
め
て
い

く
の
か

答　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
計
画
で
の
公
民
館
を

含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

方
向
性
は
、
地
区
が
主
体
的

に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
今
後
は
、
施
設
ご
と
の

個
別
計
画
を
立
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問　
新
年
度
の
活
動
に
向
け

て
、
施
設
利
用
者
の
活
動
場

所
は
１
０
０
％
調
整
で
き
る

の
か

答　
田
沼
塾
開
催
に
係
る
84

講
座
の
会
場
は
ほ
ぼ
決
ま
っ

た
が
、
他
サ
ー
ク
ル
で
は
も

う
少
し
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

概
ね
調
整
は
進
ん
で
い
る
と

解
釈
し
て
い
る
。

問　
生
涯
学
習
・
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
中
に
お
い
て

公
民
館
活
動
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か

答　
公
民
館
の
枠
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
参

画
・
参
加
を
よ
り
一
層
促
進

し
て
、
新
た
な
拠
点
づ
く
り

を
進
め
る
。
公
民
館
の
あ
り

方
や
今
後
の
方
向
性
、
新
た

な
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
を

活
用
し
た
生
涯
学
習
の
振
興
、

地
域
づ
く
り
の
推
進
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
相
良
公
民
館
閉
館
で
、
今
後
の
対
応
は

答
　

具
体
的
な
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い

　

対
日
投
資
促
進
事
業（
Ｍ

Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）の
方
針
は
理
解

で
き
る
が
、
具
体
的
な
中
身

を
伺
い
た
い
。

問　
市
長
の
行
政
報
告
の
中

で
仕
事
の
具
体
的
な
引
き
合

い
が
２
、
３
あ
る
と
発
言
さ

れ
た
が
そ
れ
は
何
か

答　
技
術
関
連
の
仕
事
で
あ

る
。

問　
セ
ン
タ
ー
の
設
置
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
経
済
産
業
省
の
外
郭
団

体
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
日
本
貿
易

振
興
会
）と
協
議
中
で
あ
る
。

問　
事
業
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

答　
在
日
中
国
大
使
夫
人
な

ど
か
ら
紹
介
さ
れ
た
投
資
団

体
や
経
済
団
体
と
協
議
を
重

ね
て
い
る
。

問　
本
事
業
の
経
済
効
果
は

ど
の
く
ら
い
か

答　
本
事
業
で
の
来
日
人
数

計
７
７
８
人
、
27
年
の
１
．

８
倍
で
あ
り
、
宿
泊
、
食
事
、

土
産
等
で
１
４
０
０
万
円
の

効
果
が
見
込
め
る
。（
前
年

の
１
．
９
倍
）

問　
事
業
計
画
が
抽
象
的
で

あ
り
具
体
性
に
欠
け
経
済
効

果
も
図
れ
な
い
、
企
業
会
計

的
に
見
て
も
問
題
が
あ
る
、

経
営
者
に
理
解
で
き
る
内
容

に
す
べ
き
で
あ
る

答　
企
業
、
団
体
に
向
け
、

分
り
易
い
説
明
を
し
て
い
く
。

問 

Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
の
進
捗
状
況
を
伺
う

心配される榛原総合病院
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公
共
施
設
の
老
朽
化
や
人

口
減
少
な
ど
を
見
据
え
施
設

を
効
率
的
・
効
果
的
に
維
持

し
、
更
新
や
機
能
増
強
、
新

規
整
備
計
画
と
財
源
見
通
し

を
立
て
る
資
産
管
理
計
画

（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

が
昨
年
10
月
に
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
に
は
庁
舎
、
文

化
、
学
校
、
公
民
館
施
設
な

ど
11
の
建
物
施
設
の
方
向
性

が
示
さ
れ
、
20
年
後
に
約

20
％
を
削
減
す
る
と
し
て
い

る
。
市
民
の
利
用
す
る
施
設

な
ど
の
削
減
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
進

め
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問　
相
良
中
央
公
民
館
の
突

然
の
閉
館
で
は
「
牧
之
原
市

政
へ
の
市
民
参
加
に
関
す
る

条
例
」
の
市
民
参
加
手
続
き

が
取
ら
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
の
施
設
計
画
に
お
け

る
市
民
参
加
手
続
き
は
ど
の

方
法
に
よ
る
の
か
。
ま
た
、

実
施
の
時
期
は

答　
中
央
公
民
館
の
閉
館
は
、

熊
本
地
震
で
の
未
耐
震
公
共

施
設
の
危
険
性
か
ら
、
市
民

参
加
条
例
の
規
定
に
よ
る
緊

急
措
置
と
し
て
実
施
し
た
。

　

対
象
施
設
、
事
項
の
性
質
、

影
響
、
市
民
の
関
心
度
を
考

慮
し
、
２
つ
以
上
の
市
民
参

加
方
法
に
よ
り
適
切
な
時
期

牧之原市　議会中継 検索
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に
市
民
参
加
の
手
続
き
を
取

る
。
ま
た
、
自
治
基
本
条
例

推
進
会
議
の
意
見
を
聞
き
進

め
る
。

問　
20
年
後
に
公
共
施
設
の

総
床
面
積
を
約
20
％
削
減
と

し
て
、
４
年
間
の
具
体
的
計

画
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
施
設
運
営
や
長
寿
命
化

の
取
り
組
み
結
果
に
よ
り
計

画
さ
れ
た
も
の
か
、
20
％
を

前
提
と
し
て
計
画
し
た
も
の

な
の
か

答　
約
20
％
削
減
は
、
更
新

経
費
、
財
政
面
か
ら
見
た
目

標
で
あ
る
が
、

①
個
別
施
設
毎
に
効
率
・
効

果
的
な
施
設
運
営
と
長
寿

命
化
、
複
合
化
、
転
用
な

ど
を
検
討
し
、
機
能
充
実

を
図
る
。

②
市
民
参
加
に
よ
り
、
利
用

者
の
視
点
を
踏
ま
え
取
り

組
む
。

問　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
は
、
第
２
次
総
合
計

画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
連
携
し
て
い
な
い
。

大石 和央
一般質問

　

平
成
20
年
２
月
に「
鳥
獣

被
害
防
止
特
別
措
置
法
」が

施
行
さ
れ
た
。
市
内
で
も
鳥

獣
被
害
が
増
加
し
、
そ
の
対

策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問　
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
鳥

獣
の
生
息
状
況
は
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か

答　
被
害
農
家
か
ら
の
相

談
・
報
告
と
し
て
、
稲
、
果

樹
、
野
菜
、
イ
モ
類
で
、
年

間
数
㌃
、
金
額
で
10
～
20
万

円
程
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
以

外
に
も
相
当
数
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
生
息
数
は
把
握
で

き
て
い
な
い
。

問　
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

の
活
動
と
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

答　
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
や
対

策
内
容
の
検
討
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
効
果
的
な

被
害
防
止
対
策
の
検
討
を
し

て
い
く
。

問　
特
に
イ
ノ
シ
シ
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
が
、
対
策
が

の
ん
び
り
過
ぎ
な
い
か
。「
特

措
法
」
で
は
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
の
設
置
が
可
能
だ
が
、

こ
れ
を
活
用
し
て
実
践
的
に

行
っ
た
ら
ど
う
か

答　
対
策
協
議
会
で
今
後
の

対
応
方
法
に
つ
い
て
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問　
自
衛
手
段
と
し
て
の
電

気
柵
な
ど
の
設
置
補
助
金
を

設
け
て
ほ
し
い

答　
電
柵
器
の
購
入
助
成
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
が

購
入
金
額
の
15
％
ま
た
は
２

万
円
を
上
限
と
し
た
助
成
を

し
て
い
る
。
利
用
者
に
と
っ

て
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
国

庫
補
助
の
活
用
に
は
相
談
に

乗
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
鳥
獣
被
害
喚
起
の
た
め

に
も
ジ
ビ
エ
を
普
及
さ
せ
る

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か答　
狩
猟
肉
に
つ
い
て
は
猟

友
会
員
で
自
家
消
費
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
ジ
ビ
エ
に
つ

い
て
採
算
性
な
ど
考
慮
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
必
要
で
は

答
　
猟
友
会
な
ど
関
係
者
に
は
か
り
た
い

的
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
す
る
。

問　
将
来
の
「
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
姿
像
は
庁
舎
施
設

が
核
と
な
る
が

答　
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
と

の
認
識
で
取
り
組
む
。

問　
長
年
、
野
良
猫
に
困
っ

て
い
る
市
民
か
ら
相
談
が
あ

っ
た
。
市
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か

答　
猫
捕
獲
檻
の
貸
出
し
や

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
の
助
成
な
ど

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

問　
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か

答　
ト
ラ
ブ
ル
の
関
係
者
や

町
内
会
と
市
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
入
れ
て
話
し
合
い
の
機

会
を
持
ち
た
い
。

問  野良猫対策しっかり取り組んで
答  地域猫活動で対応したい

　

こ
れ
ら
の
計
画
が
一
体
化

し
た
将
来
を
見
据
え
た
目
に

見
え
る「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
策
定
し
作
成
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か

答　
当
計
画
は
除
却
債
確
保

の
た
め
作
成
し
た
。
体
系
的

に
は
都
市
建
設
計
画
に
基
づ

く
第
２
次
総
合
計
画
な
ど
を

前
提
と
し
て
い
る
が
、

　

各
計
画
が
連
携
し
た
総
合

早期の鳥獣被害対策を

問  公共施設の資産管理計画の進め方
  答  まちづくり計画を策定し進める

明るい未来に向けたまちづくりを
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わ
が
市
の
宝
の
１
つ
は
、

誰
が
何
と
言
っ
て
も
「
海
」。

観
光
は
大
事
な
基
幹
産
業
で

あ
り
、
市
の
海
岸
線
全
て
が

貴
重
な
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）

で
あ
る
。
適
切
に
維
持
・
保

全
し
、
将
来
に
繋
げ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

問　
こ
こ
数
十
年
で
砂
浜
の

浸
食
が
一
気
に
進
ん
で
い
る
。

現
状
と
対
策
は

答　
平
成
７
年
か
ら
始
ま
っ

た
汀
線
の
調
査
で
は
、
20
年

間
で
前
進
し
て
い
る
部
分
が

最
大
で
70
㍍
、
後
退
し
て
い

る
部
分
は
最
大
50
㍍
。
突
堤

や
潜
堤
、
養
浜
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
を
講
じ
て
い
る
の

で
、
砂
浜
が
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
。

問　
年
８
万
㎥
の
土
砂
移
動

が
見
込
め
る
県
の
事
業
「
サ

ン
ド
バ
イ
パ
ス
シ
ス
テ
ム
」

の
誘
致
は
。
ま
た
堆
積
砂
陸

送
の
実
績
は

答　
現
在
検
討
し
て
い
な
い
。

数
量
は
把
握
し
て
い
な
い
が

過
去
に
は
あ
る
。
今
冬
も
運

ぶ
計
画
は
あ
る
。

問　
津
波
対
策
Ｌ
１
防
潮
堤

建
設
事
業
は
、
わ
が
市
の
観

光
資
源
を
損
ね
な
い
か
。
市

と
し
て
無
策
で
話
し
合
い
の

場
に
座
る
べ
き
で
は
な
い
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答　
砂
浜
の
回
復
も
防
潮
堤

建
設
の
中
で
計
画
し
て
い
る
。

観
光
資
源
が
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
な
整
備
を
国
、
県
と
協

議
し
て
い
く
。

問　
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
も
大

事
だ

答　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基

づ
い
た
戦
略
策
定
が
不
可
欠
。

昨
年
よ
り
基
礎
・
実
態
調
査

を
し
て
い
る
。
ま
た
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
沿

岸
部
活
性
化
計
画
」
の
策
定

作
業
の
中
で
、
コ
ン
セ
プ
ト

を
検
討
し
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
や
港
な
ど
の
周
辺
施
設
も

あ
わ
せ
計
画
づ
く
り
を
す
る
。

問　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー

フ
や
、
あ
る
い
は
マ
リ
ブ
ピ

ア
の
よ
う
な
大
き
な
コ
ン
セ

プ
ト
も
計
画
可
能
か
。
大
き

な
絵
図
は
な
か
な
か
民
間
だ

け
で
は
描
け
な
い

答　
「
沿
岸
部
活
性
化
計
画
」

の
中
で
考
え
ら
れ
る
の
で
は
。

藤野 守
一般質問

問　
東
京
と
牧
之
原
が
乗
り

換
え
な
し
の
バ
ス
直
行
便
で

繋
が
っ
た
。「
観
光
立
市
」

を
標
榜
す
る
牧
之
原
市
の
今

後
の
抱
負
、
未
来
像
は

答　
東
京
と
組
ん
で
大
勢
の

皆
さ
ん
に
き
て
い
た
だ
く

チ
ャ
ン
ス
だ
。
漁
港
も
う
ま

い
活
用
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、

民
間
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
行
政
は
法
律
と
か

う
る
さ
い
こ
と
を
取
っ
払
う

の
が
仕
事
。
前
面
に
立
っ
て

一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
、
誰
が
つ
く

る
ん
だ
、
誰
が
管
理
す
る
ん

だ
、
と
い
っ
た
こ
と
も
検
討

し
て
い
け
る
と
思
う
。

問　
計
画
を
ぜ
ひ
冊
子
化
し
、

市
内
外
、
ま
た
意
欲
あ
る
事

業
者
の
か
た
に
も
広
く
周
知

す
べ
き

答　
結
果
を
報
告
書
と
し
て

出
す
こ
と
は
考
え
て
い
る
。

形
骸
化
し
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
お
示
し
で
き
る
も
の
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問  15㌔におよぶ海岸、その将来像は

　

市
は
28
年
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内（
半

径
５
㌔
圏
）の
住
民
に
原
発

事
故
時
に
備
え
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
事
前
配
布
を
行
っ
た
。

圏
内
１
３
６
０
０
人
の
対
象

者
の
、
約
70
％
に
配
布
さ
れ

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

問　
県
に
要
望
し
て
い
る
市

内
全
域
へ
の
事
前
配
布
の
具

体
化
や
、
他
市
町
か
ら
の
通

勤
・
通
学
者
へ
の
対
応
は
ど

う
進
め
る
か

答　
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
以
外
の
事

前
配
布
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
が
、
他
地
域
の
動
向
を
踏

ま
え
、
今
後
も
原
子
力
災
害

対
策
指
針
等
の
改
正
を
含
め
、

市
内
全
域
の
事
前
配
布
が
可

能
と
な
る
よ
う
要
望
し
て
い

く
。

問　
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
へ

の
配
布
に
つ
い
て
伺
う

答　
今
年
度
製
造
・
販
売
開

始
の
ゼ
リ
ー
状
の
薬
剤
を
配

布
す
る
こ
と
で
県
と
調
整
中

で
あ
る
。
配
布
時
期
は
今
回

の
対
象
の
未
配
布
者
へ
の
追

加
説
明
会
に
合
わ
せ
実
施
の

予
定
。

問　
原
発
事
故
時
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ

圏
内
（
半
径
30
㌔
圏
）
の
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
は
ど
の

よ
う
な
対
応
と
す
る
か

答　
現
在
、
庁
舎
、
小
中
学

校
、
公
民
館
な
ど
21
か
所
に

丸
薬
52
万
１
０
０
０
丸
等
を

集
中
す
る
こ
と
な
く
分
散
し

て
配
備
し
て
い
る
。
緊
急
時

の
配
布
、
服
用
指
示
は
避
難

行
動
中
と
い
う
制
約
を
伴
い

厳
し
い
状
況
下
と
な
る
の
で
、

市
内
全
域
へ
の
事
前
配
布
が

必
要
で
あ
る
。
配
布
計
画
は

県
や
国
の
制
度
の
具
体
化
に

よ
り
検
討
し
て
い
く
。

問　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
を
市
内
全
域
に

安定ヨウ素剤の配布を市内全域へ

　

県
は
坂
口
谷
川
水
系
の
河

川
整
備
計
画
原
案
に
よ
り

「
河
口
の
水
門
建
設
の
確
保
」

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
寄

子
地
区
の
避
難
設
備
も
地
元

住
民
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
。

問　
水
門
建
設
計
画
の
具
体

化
は
さ
れ
て
い
る
か

答　
県
の
計
画
に
つ
い
て
は

平
成
28
年
12
月
末
、
国
の
同

意
決
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
県
は
詳
細
設
計
を
進

め
て
い
る
。
29
年
１
月
か
ら

資
材
搬
入
の
た
め
の
仮
設
道

路
を
建
設
、
同
年
11
月
か
ら

本
体
工
事
、
平
成
34
年
完
成

を
予
定
し
て
い
る
。
全
体
事

業
費
は
約
40
億
円
。

問　
細
江
寄
子
地
区
に
津
波

避
難
タ
ワ
ー
・
い
の
ち
山
の

建
設
の
要
望
が
あ
る
が
、
市

は
そ
の
計
画
が
あ
る
か

答　
寄
子
町
内
会
は
国
の
基

準
で
は「
避
難
困
難
区
域
」で

は
な
い
た
め
国
の
補
助
事
業

と
し
て
施
設
整
備
に
は
該
当

し
な
い
。
既
存
の
市
の
防
災

関
連
の
補
助
事
業
の
活
用
を

し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

計
画
中
の
坂
口
谷
川
の
水
門

や
防
潮
堤
の
完
成
に
よ
る
減

衰
効
果
も
あ
り
、
寄
子
町
内

会
の
多
く
の
地
域
が
浸
水
区

域
か
ら
外
れ
る
。

問　
25
年
度
版
津
波
防
災
ま

ち
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン
は
、

現
在
も
計
画
と
し
て
継
続
案

件
と
さ
れ
て
い
る
の
か

答　
継
続
さ
れ
て
い
な
い
。

平
成
31
年
以
降
の
中
長
期
計

画
の
中
で
は
、
照
明
灯
等
の

設
置
を
す
る
第
２
期
計
画
と

な
る
。

問 

坂
口
谷
川
水
門
と
寄
子
に
避
難
施
設
を

自然・景観を保全しつつ、人気観光スポット創出も
（※イメージ写真）
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総
務
建
設
委
員
会
は
調
査
・
研
究

テ
ー
マ
を「
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ

い
て
」と
し
て
お
り
、
今
回
の
市
民

会
議
は
、
放
棄
地
対
策
と
そ
の
関
連

の
事
柄
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
か

ら
意
見
を
伺
い
、
議
論
を
深
め
る
た

め
に
企
画
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
放
棄
地
対
策
の
観
点
か

ら
、
ま
ず
Ｊ
Ａ
か
ら
茶
業
の
現
況
と

課
題
、
求
め
ら
れ
る
施
策
等
に
つ
い

て
意
見
や
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
放

棄
地
に
関
し
て
発
生
要
因
、
そ
の
解

消
の
た
め
に
は
市
、
農
協
、
農
業
関

連
団
体
の
連
携
、
市
の
農
業
政
策
が

一
層
重
要
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
側
か
ら
は
次
の
よ
う
な
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
の
転
換
、

農
地
集
積
の
取
組
み
、
小
規
模
農
家

へ
の
支
援
、
販
路
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

開
拓
、
市
民
農
園
や
直
販
制
度
、
六

次
産
業
、
市
の
農
業
関
連
予
算
か
ら

み
た
行
政
の
施
策
等
。
さ
ら
に
部
農

会
の
現
状
、
直
販
所
の
新
増
設
、
鳥

獣
被
害
の
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

　

議
会
側
の
質
問
、
意
見
に
対
し
て

Ｊ
Ａ
か
ら
次
期
３
カ
年
計
画
を
基
に

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
施
策
と
し
て

農
地
の
面
的
集
積
、
大
型
機
械
導
入

の
た
め
の
基
盤
整
備
、
茶
栽
培
を
主

体
と
し
な
が
ら
も
野
菜
類
栽
培
に
よ

る
複
合
経
営
や
、
販
売
面
で
の
行
政

を
含
め
た
支
援
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
体
と
し
て
今
後
、
市
を
あ

げ
て
農
業
振
興
へ
の
取
組
み
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
参
考
に
総
務

建
設
委
員
会
で
は
耕
作
放
棄
地
対
策

と
し
て「
提
言
書
」に
ま
と
め
市
へ
提

出
し
ま
し
た
。

市民
会議～市議会では各種団体と意見交換を

積極的に実施しています～

生市民から　   の声を聞く！意
見
交
換
を
終
え
て
・
・
・（
学
生
よ
り
）

総
務
建
設
委
員
会

（
団
　
体
）

　
　

ハ
イ
ナ
ン
農
業
協
同
組
合

（
日
　
時
）

　
　

平
成
28
年
11
月
４
日（
金
）

市民会議のようす

　

市
と
静
岡
県
立
大
学
は
２
０
１
４

年
５
月
に「
牧
之
原
市
と
静
岡
県
立

大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
」を
結
び
、

協
力
内
容
は
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
防

災
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
委
員
会
で
は
、
委

員
会
テ
ー
マ
で
あ
る「
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」の
政
策
提
言
に
向
け
た

活
動
の
一
環
と
し
て
大
学
生
と
の
市

民
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、地
域
資
源（
自
然
・
文
化
・

食
な
ど
）を
活
用
し
、
牧
之
原
市
の

魅
力
を
情
報
発
信
し
て
、
多
く
の
人

に
市
へ
来
て
も
ら
う
た
め
の
手
が
か

り
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
議
員
８
名
、
学
生
８
名
が

そ
れ
ぞ
れ
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
ど
の
よ
う
な
農
村
な
ら
ば
、
あ
な

た
は
暮
ら
し
や
す
く
、
夢
が
持
て
る

と
思
い
ま
す
か
。」な
ど
３
つ
の
項
目

で
、
和
や
か
に
有
意
義
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

総
務
建
設
委
員
会

（
団
　
体
）

　
　

静
岡
県
立
大
学
生

（
日
　
時
）

　
　

平
成
29
年
１
月
24
日（
火
）

地域資源の１つであるお茶

学生からも多くの意見が出された

一般質問はパソコンやスマートフォンからでもご覧になれます！！

　牧之原市議会では、一般質問の録画映像を配信しています。普段、傍聴に来
られない方なども、いつでも気軽にご覧いただけます。
　議場での一般質問の雰囲気をぜひ１度味わってみてください！
　※録画映像は、一般質問終了後１週間程度で配信します。

○　

楽
し
く
意
見
交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
交
通
を
も
っ
と
良
く
し
た
方
が
良
い
と

い
う
の
は
み
ん
な
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
一
番
の
問
題
だ
と
思
い
ま

し
た
。

○　

地
元
の
議
員
さ
ん
に
率
直
な
意
見
が
言
え
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
頂
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○　

最
初
は
と
て
も
怖
く
感
じ
た
の
で
す
が
、
お
話
し
し
て
い
く
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
自
分

の
意
見
が
言
え
ま
し
た
。
正
直
楽
し
か
っ
た
で
す
。
真
剣
に
牧
之
原
の
こ
と
を
考
え

て
下
さ
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

○　

せ
っ
か
く
の
牧
之
原
の
魅
力
が
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
っ
た
の
で
、
議

員
と
住
民
と
の
立
場
で
は
な
く
、
住
民
同
士
の
あ
た
た
か
い
立
場
で
接
し
な
が
ら
話

し
て
、
も
っ
と
魅
力
を
引
き
出
せ
た
ら
い
い
と
思
っ
た
。

○　

最
初
は
議
会
の
方
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
し
、
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
気

さ
く
に
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
勝
間
田
に
は
細
く
長
く
関
わ
る
つ
も
り
な
の

で
、
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

○　

牧
之
原
は
も
と
も
と
知
ら
ず
の
参
加
で
し
た
が
、
知
ら
な
い
人
で
も
言
え
る
議
題
で
、

み
ん
な
で
意
見
の
言
い
や
す
い
場
で
良
い
会
で
し
た
。

○　

勝
間
田
地
区
に
調
査
で
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
牧
之
原
の
未
来
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

○　

牧
之
原
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
が
、
私
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
魅
力
を
感
じ
て
い
る
私
た
ち
よ
り
も
、
そ
う
い
う
の
に
興
味
が

な
い
人
に
聞
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

牧之原市議会 検索

アクセス

または
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２月定例会の日程
提案説明
通告質疑
一般質問
一般質問
審議・採決

２月 27日㈪
3月 7日㈫

9日㈭
10日㈮
24日㈮

全
日
程
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す

ま
き
の
は
ら
議
会
だ
よ
り

12月
定

例
会

平
成

28年
第

45号
発

行
／

静
岡

県
牧

之
原

市
議

会
　

　
編

集
／

議
会

広
報

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
421-0592 静

岡
県

牧
之

原
市

相
良

275番
地

　
電

話
0548（

53）2650　
FAX0548（

52）1116
牧

之
原

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp 
市

議
会

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
gikai@

city.m
akinohara.shizuoka.jp

牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「まきのはら議会だより」は再生紙を使用しています。

　

議
会
だ
よ
り
が
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
愛
読
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
、
広
報
委
員
全

員
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
今
年
は
４

年
に
１
度
の
市
議
会
議
員
の

選
挙
の
年
で
す
。
私
た
ち
は

議
員
に
選
ば
れ
た
時
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
市
民
目
線
で
、

残
さ
れ
た
任
期
を
気
を
引
き

締
め
て
頑
張
り
ま
す
。

　
　
（
大
井
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

大
石　

健
司

　

副
委
員
長　

藤
野　
　

守

　

委
員　
　
　

村
田　

博
英

　
　
　
　
　
　

植
田　

博
巳

　
　
　
　
　
　

大
井　

俊
彦

　
　
　
　
　
　

平
口　

朋
彦

編
集
後
記

　静岡牧之原茶のマスコットのチャーフィンが、市議会のことを勉強するために議会
事務局に研修にやってきました。これを機に、牧之原市議会ではこれまで以上に牧之
原市のお茶とサーフィンを応援していきます！！

チャーフィンが市議会にやってきた！！

平成29年度　議会報告会のお知らせ
　市議会では下記日程で議会報告会を開催いたします。今回の議会報告会は、より
市民の皆さんにわかりやすく、また気軽に議会と意見交換ができる議会報告会とす
るため、内容について大幅に改善していく予定です。
　多くの市民の皆さまのご参加をお待ちしております。

※報告内容や各会場での説明者等の詳細
は、各地区へ配布するチラシやホーム
ページでお知らせします。

5月12日（金）　牧之原市史料館	 5月13日（土）　トーク地頭方　
5月19日（金）　萩間公民館	 5月20日（土）　勝間田会館
5月26日（金）　細江コミュニティセンター	 5月27日（土）　榛原文化センター

19時～ 21時

○開催日

○開催時間 前
回
の
議
会
報
告
会

　市議会のことはわからないことばかりだけど、
これからたくさん勉強して、市民の皆さんにお
伝えしていくよ！
　ぼくは議会だよりだけでなく、フェイスブッ
クでもお知らせしていくから、そちらもぜひ見
てね！

チャーフィン


